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論 文 内 容 の 要 旨  

 

本研究では、循環平衡（心拍出量、右房圧、左房圧）を表現可能な拡張ガイ

トンモデルを用いて経皮的心肺補助装置（以下、ECMO）による血行動態の変

化を予測した。正常犬と左室機能障害犬を用いて実験を行った。まず ECMO

導入前に左心と右心の心拍出曲線から成る統合心拍出曲線を決定した。得られ

た心拍出曲線および標準的な静脈還流平面を使用し、程度の異なる ECMO 補

助下で循環平衡を予測した。総血流（自己心拍出量＋ECMO 血流）、右房圧、

左房圧の予測値はそれぞれの実測値と精度良く合致していた。次に、ECMO 補

助下で心拍出曲線を推定し、その推定統合心拍出曲線を用いて循環平衡点を予

測した。結果は、総血流、右房圧、左房圧のいずれも精度高く予測できた。ま

た、予測実験の枠組みを用いた数理的シミュレーションでは右心不全に ECMO

を導入すると肺水腫を来すことが示された。今回提案した枠組みを用いること

で、血行動態が破綻した患者における ECMO の補助効果を高めその危険性を

減らせる。  


